
VOL. 19 NO. 5 CHMOTHERAPY 6171

尿路感染症 におけ るPiromidic acid顆 粒の使用経験

清原宏彦 ・王丸鴻一

県立宮崎病院泌尿器科

近年,次 々と新 しい化学療法剤が出現 し,尿 路感染症

に対す る治療 に大 きな効果 をあげてい る。

反面,病 原菌 側か らの,多 剤耐性菌の出現,ま た,従

来弱毒菌 と考 え られていた菌による感染症,宿 主側か ら

の合併症の問題,そ して副作 用な どと,薬 剤の選択の上

での障害 も次々 と出現 して きてい る。

われわれ,泌 尿器科に従事する もの として,最 も多 く

遭遇するのが尿路感染症であるだ けに,よ り完全で,よ

り安全 な薬剤の出現を待望 しているが,現 段階 として,

多 くの薬剤の長所,短 所 を知 り,種 々の薬剤 を用い るこ

とで,お 互いの短所 を,お ぎなつ てよ り良い治療 を行 な

いたい と思つてい る。

今 回,大 日本製薬 よ り供与 を受けたPiromidic acid

顆 粒を,尿 路感染症に使用 し,好 結果 を得たので報 告す

る。

基 礎

Piromidic acidは 図1の ような構造式を有 してい る。

併記せ るNalidixic acidと 構造上の類似を み るが,そ

の作用機序 も類似 した もの と考 えられ,交 叉耐性を有す

る。

しか し,in uitroで は,ブ ドウ球 菌に対 して も,か な

り有効 とい う結果がでてお り,そ の腎におけ る感染(逆

行性)の 防禦効果が,Nalidixic acidの 約4倍 とい う

点 とともに,注 目すべ き点 と思われ る。

投与対象および投与方法

投与対象は,昭 和46年4月 よ り5月 までの約1ヵ 月間

に,県 立宮崎病院泌尿器科を 訪れた 尿路感染症患者24

名である。 うち3名 は,表1-2の ように,そ の後の来

院が な く,脱 落 してい る。

投与方法は,対 象がすべ て成人であつた ところよ り,

1日 量1,800mgと し,3回 分服 とした。

期間は,原 則 として5～7日 間の投与 としたが,外 来

投与が大部分のため,効 果判定 日に相 当のば らつ きがで

た。

成 績

表1-1,2に 示 してい る。

効果の判定 は,現 在いろいろ と問題 の提起が なされて

い るが,次 のよ うに行なつた。

著効:自 覚症の消失。尿所見の正常 化。尿中細菌の消

失。以上の3項 目を満た した もの。

有効:上 記3項 目の うち,1な い し2項 目を満た した

もの。

無効:上 記3項 目を,1項 目も満た さぬ もの。

効果判定せ る21例 中,著 効13例(61.9%),有 効5

例(23.8%),無 効3例(14.3%)で あつた。 有効以上

が,85.7%と,単 純性 の尿路感染症を中心 としたとはい

え,か な り良い成績 であつた。

これを更に疾患別 に分け ると,表2の とお りに なる。

無効例3例 は,い ずれ も合併症を有 してお り,合 併症の

ない例のみでみる と,有 効率は,100%で あつた。

分離菌種別にみると,表3の とお りになる。やは り,

Escherichia coliが 最 も多 く10株 分離 され,他 の グラ

ム陰性桿菌が10株,球 菌は3株 となつ ている。

図1
表2
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グ ラ ム陰 性 桿 菌 は,FSeudmzomsは,in vitroの 抗

菌 力 に 示 され る とお り,3株 中無 効2株 で あ り,残 る1

株 で も,菌 り 消 失 は み られ なか つ た 。

グ ラ ム陽 性球 菌 に関 して も,Fseudomnasと 同 様,

無 効2例 で あ り,in vitroで いわ れ るほ ど有 効 と も考 え

られ ぬ が,Staphlococcus aureusの1例 で,菌 の 消

失 を み て い る。

しか し,PS6U40mnaS以 外 のグ ラム陰性桿菌では,

14株 中1株 のみに菌の消失 がな く,他 は,す べ て菌 の消

失 をみ てい る。

副 作 用

胃腸症状が中心であ ると考 え,食 直後服用をすすめた

た めか,軽 度の ものが4例 出現 したのみで,1例 は服用

を始めた 日のみです ぐ消失,3例 は投与中止 にてす ぐに

消失 した。

か ん が え

Piromidic acidは,そ の基礎的な面 か らみ ても従来

尿路感染症に広 く使用 されてい るNalidixic acidと 大

きな差はない ようである。私 どもの投与経験で も,分 離

菌の中で特にグラム陰性菌についての1濃 度デ ィス ク簡

易法に よる感受性検査の阻止円は,Nalidixic acidの

だいたい1/2であつた。 しか し,熊 沢 らの報告に もみ られ

る ように,臨 床効果はほ とんど変わ りない。

基礎面でいわれ るStaphylococcusに 対す るものは,

表1-1 Piromidic acid顆 粒 剤使 用一 覧 表

表3
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尿路感染症中のStaphylococcusの 占め る割 合が少ない

ためか,投 与経験 の中で も3株 しかみ られず,臨 床的 な

判断を持 てるほどの状態 では な く,今 後の検討課題か と

思われ る。

また,腎 におけ る上行感染に対す る防 禦効果につ いて

は,慢 性尿路感染症に対す る長期 化学療 法 とい う点に関

して,臨 床的に検討を加える必要 を感 じる。

以上,Piromidic acid顆 粒投与 の経験を し,こ の薬

剤が,十 分 に尿路感染症に対 して治療効果を もた らす こ

とを報告 した。

文 献

1) 百 瀬俊郎,熊 沢浄一:尿 路感染症 の臨床。金原書

店,東 京, 1965

2) 真 下 啓 明:化 学 療 法 必 携 。 金 原 出版,東 京,1968

3) 百 瀬 俊 郎,ほ か:尿 路 感 染 分 離 菌 の年 次 的 変 遷 。

皮 と泌 29:827～832, 1967

4) 平 田 耕 造,ほ か:腎盂 腎炎 に対 す るサ ル フ ァ剤 の

長 期投 与 。皮 と泌 30:890～894, 1968

5) 清 水 当 尚,ほ か:新 抗 菌 剤Piromidic acidの 研

究1.抗 菌作 用 。Chemotherapy 19(5): 379～

386, 1971

6) 清水 当 尚,ほ か=新 抗 菌 剤Piromidic acidの 研

究1.吸 収,分 布,排 泄 お よ び代 謝 。Chemothe-

rapy19 (5): 387～393, 1971

表1-2 Piromidic acid顆 粒 剤 使 用 一 覧表



674 CHEMOTERAPY AUG. 1071

CLINICAL APPLICATION OF PIROMIDIC ACID 

(GRANULE) TO URINARY TRACT INFECTIONS

HIROHIKO KIYOHARA and KOICHI OMARU 

Department of Urology, Miyazaki Kenritsu Hospital, Miyazaki, Japan

Piromidic acid (granule) was administered to 21 patients of urinary tract infections at a dose of 

1,800 mg/day (divided into 3 doses) for 5•`7days. 

The results were excellent in 13 (61.9%), good in 5 (23.8%) and ineffective in 3 (14.3%). The 

rate of effectiveness was 85.7%. 

Mild gastro-intestinal disturbances were encountered in 4 cases.


